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③ 公共事業箇所評価（令和５年度に行った評価）

■「秋田県政策評価委員会公共事業評価専門委員会」の調査審議結果

第１回：令和５年９月５日

新規箇所評価結果及び対応方針（案）について

第２回：令和５年１１月２４日

継続箇所評価及び終了箇所評価の評価結果及び対応方針（案）について

第３回：令和６年２月２日

新規箇所評価結果及び対応方針（案）について

調査審議の結果、県の対応方針を全て とする答申が示された。「可」

③－１ 新規箇所評価

ア 目的

県が新たに実施しようとする公共事業の必要性や効率性等について箇所ごと

に評価を行い、翌年度の事業の着手等の判断を行うための有用な情報を得る。

イ 評価結果

「選定」 １７件

「改善して選定」 ０件

「保留」 ０件

ウ 反映状況等

事業内容の見直しや事業着手等の今後の対応方針及び予算要求に反映

（個別箇所への反映状況は、各公共事業新規箇所評価調書に記載）

③－２ 継続箇所評価

ア 目的

県が継続して実施している公共事業の必要性や効率性等について箇所ごとに

、 、 。評価を行い 翌年度の事業継続 中止等の判断を行うための有用な情報を得る

イ 評価結果

「継 続」 ２９件

「改善して継続」 ０件

「見直し」 ０件

「中 止」 ０件

ウ 反映状況等

翌年度の事業の継続、事業内容の見直し、中止等の判断に反映

（個別箇所への反映状況は、各公共事業継続箇所評価調書に記載）
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③－３ 終了箇所評価

ア 目的

県が実施した公共事業の有効性等について箇所ごとに評価を行い、適切な維

持管理や利活用の検討及び同種事業の計画・調査等に反映するための有用な情

報を得る。

イ 評価結果

Ａ「妥当性が高い」 ４件

Ｂ「概ね妥当である」 １件

Ｃ「妥当性が低い」 ０件

ウ 反映状況等

当該事業箇所の維持管理や同種事業の計画・調査等に反映

（個別箇所への反映状況は、各公共事業終了箇所評価調書に記載）
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④ 研究課題評価

■「秋田県政策評価委員会研究評価専門委員会」の調査審議結果

第１回：令和６年８月１９日

研究課題評価結果について

全ての評価結果について とする答申が示された。「概ね妥当」

④－１ 目的設定

ア 目的

研究課題の企画立案や実施に当たり、研究課題を明確化させ、研究実施の必

要性や手段の妥当性を考察するとともに、研究により達成すべき状態を明らか

にする。

イ 令和６年度当初予算に要求した新規事業 （１４件）

④－２ 中間評価

ア 目的

評価実施年度に予算計上している継続研究課題について、これまでの進捗状

況や目標達成可能性、研究を取り巻く状況の変化等の観点から、引き続き研究

を続けることの適否を判断するための有用な情報を提供する。

イ 評価結果

（ ）Ａ ８件 ５３％

（ ）Ｂ ７件 ４７％

（ ）Ｃ ０件 ０％

（ ）Ｄ ０件 ０％

ウ 反映状況等

研究計画内容の見直しや研究課題に係る今後の対応方針及び予算要求

に反映させるとともに、予算要求・予算編成の資料として活用

（各評価の反映状況は、P109～「Ⅱ－１－(9)研究課題評価」に記載）
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④－３ 事後評価

ア 目的

評価実施年度の前年度に研究期間が終了した研究課題について、最終到達目

標の達成度、研究成果の効果の観点から研究結果を評価し、次期研究計画の策

定等に活用する。

イ 評価結果

Ａ １件（ ６％）

Ｂ １６件（９４％）

Ｃ ０件（ ０％）

Ｄ ０件（ ０％）

ウ 反映状況等

実施中又は将来の類似研究の課題設定等に反映させるとともに、研究

機関の研究基本方針や研究計画の策定の検討資料として活用

⑤ 経営評価

ア 目的

事業会計の経営状況について、計画的、効率的な経営を行うための情報を提供

する。

イ 評価結果

Ａ「着実に推進」 ２件

Ｂ「改善を図りながら推進」 １件

Ｃ「見直しが必要」 ０件

ウ 反映状況等

翌年度に向けた事業会計の推進方向、事業内容の見直し等に反映させる

とともに、令和７年度の予算編成方針等に活用

（個別会計への反映状況は、P113～「Ⅱ－１－(10)経営評価」に記載）
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（２）公安委員会及び警察本部長

■「秋田県政策評価委員会」の調査審議結果

第２回：令和６年８月２８日

公安委員会及び警察本部長が実施した評価結果について

調査審議対象となった評価結果について「概ね妥当」とする答申が示された。

① 政策評価及び施策評価

ア 目的

政策・施策の推進途上において、政策・施策の推進状況や推進上の課題の抽

出、今後の推進方向など、政策・施策の効果的な推進を図るための情報を提供

する。

イ 評価結果

「令和５年秋田県警察運営の基本方針と重点目標」の一つの政策及び２の施策

政策名・施策名 総合評価

政策 安全で安心な秋田の実現 Ｄ

施策１ 県民を犯罪等から守るための取組 ｅ

施策２ 交通事故防止のための総合的な取組 ｂ

ウ 反映状況等

「令和７年度秋田県警察運営の基本方針と重点目標」の策定、各施

策の効果的な推進に反映

※ 政策への対応方針は、Ｐ115～「Ⅱ－２－(1)政策評価」に、個別施策へ

の対応方針は、Ｐ117～「Ⅱ－２－(2)施策評価」に記載
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② 事業評価

②－１ 目的設定

ア 目的

事業の企画立案や実施に当たり、事業課題を明確化させ、事業実施の必要性

や手段の妥当性を考察するとともに、事業実施により達成すべき状態（指標及

び目標値）を明らかにする。

イ 令和５年度補正予算、令和６年度当初予算に要求した新規事業（ただし書の

事業を除く。）

目的設定をした新規事業はなし

②－２ 中間評価

ア 目的

継続事業について、当該事業の見直しや改善を図り、より効果的、効率的に

推進するための課題と推進方向を示す。

イ 評価結果

判 定 警察本部

Ａ ２件（２０％）

Ｂ ８件（８０％）

Ｃ ０件（ ０％）

ウ 反映状況等

事業内容や事業の優先順位等を精査し、予算要求に反映

②－３ 事後評価

ア 目的

事業終了後に、事業目的の達成状況を把握し、類似事業の企画立案のほか、

当該事業により整備された施設等の効果的、効率的な利活用に有用な情報を提

供する。

イ 評価結果

今年度の事後評価はなし
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